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留意事項
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• 本トレーニングは、SME版質問書の「気候変動」に関するセッションです。
「水セキュリティ」や「フォレスト」に関するトレーニングをご希望の場合は、
「SME版質問書：水セキュリティ・フォレスト」をご確認ください。

• よくあるご質問は動画終盤でご確認いただけます。
その他ご質問は、CDPヘルプセンターへお問い合わせください。

• 本トレーニングの無断掲載は禁止しております。
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1. SME（中小企業）版質問書の対象
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中小企業の情報開示
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主要な経済主体

グローバル・バリューチェーンにおける主要なプレーヤー

将来の要件への対応

中小企業は全企業の最大90％を占めており、銀行からの資金調達に
大きく依存しています。しかし、主流の環境報告慣行や規制からは、そ
の多くが除外されています。 

中小企業が主流の環境報告からほとんど除外されているため、多くのキャピタ
ルマーケッツや購入者は、ポートフォリオやサプライチェーン全体にわたるリスク
、機会、影響の全容について十分な洞察を持てていません。

CDPは2024年、SME版の専用質問書を導入しました。質問数を減らし、形

式を簡素化し、ガイダンスを充実させたCDPのSME版質問書は、中小企業の

リソースに最適化されています。 



7698

3,995

3,794

2,941

CDPのSME版質問書は、
中小企業が高品質な環境データ
を開示できるよう支援します。

2025年の地域別SME版質問書開示状況

2025年には、SME版質問書を通じて

10,900社以上が開示を行いました。

SME版質問書回答者の65％が、
2025年の開示体験は2024年より
も良かったと回答しました。



企業規模に合わせた2つの質問書（完全版・SME版）
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5千万ドル 1億ドル 1億5千万ドル 2億ドル 2億5千万ドル

500

売上高

従
業

員
数

1,000

1,500

完全版のみ

SME版への切り替えオプションはあ
りません。

SME版または完全版

注：RE100から要請を受け
た企業は、SME向け質問書
の対象外となります。

質問書の対象条件：

• SME版または完全版：
正規従業員数 < 1,000名 かつ 
売上高 < 2億5,000万米ドル

• 完全版（SME版への切り替えオプ
ションなし）：
正規従業員数＞1,000名 または
売上高＞2億5,000万米ドル

SME_Questionnaire_Overview_2026.pdf

https://assets.ctfassets.net/v7uy4j80khf8/7t5lx9yKmQAmM7Mjzdeqhb/c89acc075da883c0ca69bd97803ef4f7/CDP_SME_Questionnaire_Overview_2026.pdf
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環境課題 情報開示者

気候変動 すべての企業（中小企業を含む）。

フォレスト
以下のいずれか1つ以上を満たす場合、開示を行う中小企業。 

1. CDPからの要請（例：キャピタルマーケッツ署名機関からの要請、サプライチェーンか
らの要請、銀行からの要請など）。これは、要請元がフォレスト、水セキュリティ、または
その両方に関するデータを具体的に提出するよう求めたことを意味します。 

2. フォレスト／水セキュリティへのオプトイン。
水セキュリティ

プラスチック
海洋

                 生物多様性
中小企業には適用されません。

環境課題の適用範囲
SME版質問書
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質問書の設定フロー

貴組織について

活動分類

環境課題の評価

提出の意思

追加情報

報告年度の年間売上高（米ドル）

従業員数（スタッフ数）

完全版またはSME版質問書のどちらを使用するか

CDP活動分類システム(ACS)に基づく事業活動

フォレスト、水セキュリティ、プラスチック、海洋に関連する依存関係、影響、リス
ク、および／または機会の評価と特定

気候変動に関する開示要請を受けたため

その他の環境問題に関する開示要請受けたため

開示要請を受けていないが、自主的に開示

コモディティ・原材料に関する開示

報告期間中の鉱山および鉱業プロジェクトの操業



SME版質問書の対象
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• 質問書は従業員数、売上高、ACS分類に基づき設定。

• リスクや機会、ガバナンス、戦略など、カスタマイズされ

た統合データポイント。

• サプライチェーン固有の質問事項

（質問書全体に分散して記載） 

• カスタマイズされた環境パフォーマンス：

気候変動、フォレスト、水セキュリティ モジュール。

• 気候変動に関するSME Aスコアが新設。

2026年版SME質問書に以下は含まれません：

• 業界固有の内容やバリエーション 

• プラスチックおよび生物多様性に関する項目

• 枠組みへの必須の整合性 
および基準への準拠義務



開示のロードマップ（参考）

サプライヤーはCDPを
通じて情報を開示する。
（部分的な回答も可）

排出量削減目標を設定する。

排出量削減活動を
報告する。

取引先と連携して
排出量を削減する。

排出量を削減し、
低炭素経済を推進する。

SBTおよびネットゼロ目標
を設定する。

フェーズ1：基盤の構築 フェーズ2：能力構築 フェーズ3：パフォーマンス向上
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排出量を算定し、
報告する 。



2. 完全版質問書とSME版質問書の主な違い
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モジュール1 
 イントロダクション

モジュール2 
 依存、インパクト、リスク、機会の

特定、評価および管理

モジュール3 
リスクおよび機会の開示

モジュール4 
 ガバナンス

モジュール5 
事業戦略

モジュール6 
環境パフォーマンス 

連結アプローチ

モジュール7 
環境パフォーマンス 

気候変動

モジュール8 
環境パフォーマンス 

フォレスト

モジュール9 
環境パフォーマンス 

水セキュリティ

モジュール10 
環境パフォーマンス 

プラスチック

モジュール11
 環境パフォーマンス 

生物多様性

モジュール12 
 環境パフォーマンス 

金融サービス

モジュール13 
追加情報と最終承認

業種別
モジュール

モジュール14 
中小企業向けイントロダクション

モジュール15 
中小企業のリスクと機会の

特定、評価管理

モジュール16
中小企業の中小企業向けリスクと機会の

開示

モジュール17 
中小企業のガバナンス

モジュール18 
中小企業の事業戦略

モジュール19 
中小企業の環境パフォーマンス

連結アプローチ

モジュール20
中小企業向け環境パフォーマンス 

 気候変動

モジュール21 
中小企業向け環境パフォーマンス 

  フォレスト

モジュール22 
中小企業向け環境パフォーマンス

水セキュリティ

モジュール23 
中小企業の詳細情報と最終承認

特定の環境課題に特化したモジュール統合モジュール

完全版質問書（全項目）* SME版質問書*

*質問票の構成が若干変更される可能性があります

コーポレート質問書：完全版およびSME版



完全版とSME版の質問番号対応表
初回開示時にメンバーが優先する質問（データポイント)

SME版質問書 完全版企業質問書 

スコープ1、2、3の排出量 20.4、20.5、20.7 7.6、7.7、7.8

検証 20.8 7.9、7.9.1、7.9.2

排出量の配分 20.12 7.26, 7.45

目標 20.16、20.16.1 または 20.16.2 7.53、7.53.1／7.53.2

排出削減活動 20.17 7.55.2

エネルギー消費量 20.15.2 7.30, 7.30.1

中小企業（SME）により適した形に質問を再設計した例：
• 完全版 (4.1) - 貴組織には取締役会レベルで環境課題に責任を負っていますか？ 
• SME版バージョン (17.1) - 貴組織では、環境課題に責任を負っていますか。
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3. 重要なデータの収集と報告
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モジュール14：
中小企業向けイントロダクション

「WHEN」－報告期間および基本情報
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どの期間を報告すれば良いですか？

炭素会計のベストプラクティスでは通常、、
財務諸表（例：2025年度）に対応する会計年度
に準拠します。

これは、次の質問（Q.14.5）における開示の
報告範囲の設定についても同様です。

算定の開始日と終了日

理由: 排出効率（例：原単位）を決定するために、
同じ期間の財務データの入力を必要とする指
標があります。
これは、ISSB基準および GHGプロトコルに
準拠したベストプラクティスにも従っています

WHEN ： 中小企業向けイントロダクション

17
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• 中小企業向けイントロダクションモジュール
は、質問書の基礎となります。

o 報告された内容は、通貨、報告期間、報
告範囲を含め、回答全体に適用される必
要があります。 

• スコアリング言語：英語、中国語、日本語、ポ
ルトガル語、スペイン語（注：「その他、ご指定
ください」を選択した場合、回答はスコアリン
グされません）。

• 報告年度は通常、会計年度と一致します。

• 質問書を効果的に記入するには、サステナビ
リティチーム、調達チーム、財務チーム間の連
携が必要です。

モジュール14の準備

必要となる可能性のある書類：

❑財務諸表

❑組織の概要



モジュール15＆16：

「WHY」―中小企業向けリスクと機会の
              特定、評価、および管理
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なぜリスクと機会なのか？
リスク

機会

中小企業は、環境問題に起因する環境リスクを含め、
多様なリスクに対し脆弱であることが指摘されています。
 
強固なリスク評価と管理体制を構築することで、ビジネ
スのレジリエンス（回復力）が強化されます。これは銀行
や貸し手にとって、ますます重要になっています。

中小企業は規模が小さく柔軟性があり、環境ソリューシ
ョンの提供に向けたイノベーションを起こす能力を持っ
ています。

確固たる機会の特定と管理を行うことで、競争優位性を
確保し、機会を最大限に活用できるようになります。

WHY：持続可能な取り組みを始める動機としてのリスクと機会

6.1兆ドル
開示企業によって報告された
気候関連リスクの総額

10.4兆ドル
開示企業によって特定された
気候変動関連の機会。

20



15.1 貴組織には、環境上のリスクや機会
への影響を特定、評価、管理するプロセス
がありますか。

中小企業向けリスクと機会の特定 - プロセス

モジュール15：中小企業向けリスクと機会の特定、評価
および管理

中小企業向けリスクと機会の特定、評価および管理のための

プロセス

主要なデータポイント

▪ 評価の頻度 
▪ プロセスを説明してください

WFC

モジュール14
中小企業向けイントロダクション

モジュール 15
中小企業向けリスクと機会の特定、評価および管理

モジュール16
中小企業向けリスクと機会の開示

モジュール17
中小企業向けガバナンス

モジュール18
中小企業向け事業戦略

モジュール19～22
中小企業向け環境パフォーマンス

モジュール23 
中小企業の詳細情報と最終承認

WHY：中小企業向けリスクと機会の特定、評価および管理

C F W 統合モジュール／質問
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16.1.1 報告年に組織に重大な影響を及ぼ
した、または将来的に及ぼす可能性がある、
環境課題によって生じるリスクについて説
明してください。

16.1 報告年に組織に重大な影響を及ぼし
た、または将来的に及ぼす可能性がある、
環境課題によって生じるリスクを認識して
いますか？

機会の開示

リスクの開示

リスクの開示

WC F

WC F

主なデータポイント

▪ リスクの種類*と主な原因
▪ 一次資料
▪ バリューチェーンの段階
▪ リスクが発生する国/地域
▪ 主な財務的影響 
▪ 時間的範囲、発生確率、および影響の程度
▪ 想定される財務的影響の数値（最小値およ

び最大値）
▪ リスクへの主な対応策および関連コスト

*リスクの種類には、政策リスク、賠償責任リスク（法的請求）
、技術リスク、市場リスク、評判リスク、突発的な物理的リス
ク、および慢性的な物理的リスクなどが含まれる。

モジュール16：中小企業向け
リスクと機会の開示 

WHY：リスクおよび機会の開示

理由 ：
・ これらのデータポイントは、企業がリスクを明確に理解している
ことを示すのに役立ちます。
・ ベストプラクティスでは、リスクによる潜在的な財務的影響と、
それに対応するためのコストを定量化できる企業の能力が重視
されます。 22

• はい

• いいえ



16.3.1 報告年に組織に重大な影響を及
ぼした、または将来的に及ぼす可能性があ
る、環境課題によって生じる機会について
説明してください。

16.3 報告年に組織に重大な影響を及ぼし
た、または将来的に及ぼす可能性がある、
環境課題によって生じる機会を認識してい
ますか？機会の開示

主要データポイント

▪ 機会の種類*と主な要因

▪ 一次資料

▪ バリューチェーンの段階

▪ 機会が発生する国/地域

▪ 主な財務的影響 

▪ 時間の範囲、発生確率、影響規模

機会の開示 
モジュール16：中小企業向け

リスクと機会の開示 

リスクの開示

WC F

WC F

• はい

• いいえ

「はい」の場合、 

理由：これらのデータポイントは、企業がその機会を
明確に理解していることを示すのに役立ちます。

WHY：中小企業向けリスクと機会の開示

*機会の種類には、資本の流れと資金調達、エネルギー源、市場
、製品・サービス、評判資本、レジリエンス、資源効率、その他な
どが含まれます。



モジュール15・16の準備
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必要となる可能性がある書類：

❑ リスク登録簿

❑ 組織のリスク管理方針

❑ 事業継続計画（BCP）またはシナリオ分析
文書

❑ 新たな規制やコンプライアンス監視に関す
る情報

❑ 最新の業界動向および市場見通しに関す
る理解

❑ マーケティング調査および取引先インサイ
ト

❑ 同業他社とのベンチマーク分析

❑ 施設レベルでの過去の障害記録（例：異常
気象の影響）

・ リスクと機会の定義と特定、評価、管理のプロセスについては、
自社のリスク管理部門にご相談ください。

• 包括的なリスク評価がない場合でも、次の詳細を提供してく
ださい。

o カバーするバリューチェーン

o リスク/機会の種類

o 時間軸

o 影響の可能性と規模

o リスク対応

• 重要な情報を提供した後、次のステップはリスクの影響を定
量化することです。

※ 詳細は概算・わかる範囲で問題ありません。



モジュール17：
中小企業向けガバナンス
「WHO」 - 環境問題に関するガバナンス構造
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中小企業向けガバナンス
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企業における気候ガバナンスとは？

• ガバナンスに関するデータは、組織にとって気候変動がい
かに重要であるかを示す指標となるため重要です。 

• このセクションの質問は、既存のガバナンス体制や仕組
みを把握するのに役立ちます。

• ガバナンスとは、気候変動関連の問題に関する内部
の監督および意思決定を指します。 

理由：このセクションは、取締役会および経営・マネジメントレベ
ルでの気候問題に対する高レベルのアプローチを理解するため
のものです。

WHO：中小企業向けガバナンス



補足 ：
・ これらのデータは、企業において誰かが気候変動関連の問題を監視し、注視していることを示します。
・ ベストプラクティスでは、企業の上級管理職が取締役会に直接報告する体制を整え、少なくとも四半期
ごとに環境問題について報告することが重要視されています。  

17.1.1 環境課題に責任を負う最上位の役
職または委員会を記入します (個人の名前
は含めないでください) 。

17.1 貴組織では、環境課題に責任を負っ
ていますか。

主なデータポイント

▪ 責任を担う個人または委員会の役職 
▪ この役職の環境に関する責任
▪ 報告ライン
▪ 報告の頻度 

環境方針

環境への責任

モジュール17：中小企業向けガバナンス

環境への責任

WC F

水C F

WHO：中小企業向けガバナンス
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環境方針
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環境方針の目的は何ですか？

環境方針

• 行動を推進するための基礎的なガバナンスツール

• 説明責任を確保する。

• 組織の環境に対する責任を示す。

理由：環境方針は、組織が環境問題に伴うリスクと機会を認識し、
企業の意図と行動の方向性を示す手段です。
一般的に、公開することが推奨されています。

WHO：ガバナンス



17.2.1 貴組織の環境方針の詳細を記載し
てください。

17.2 貴組織は、環境課題に対処する環境
方針を有していますか。

環境方針

モジュール17：中小企業向けガバナンス

主要データポイント

▪ 対象範囲 
▪ 対象となるバリューチェーンの段階 
▪ 環境方針の内容

環境への責任

環境方針

WC F

水C F

WHO：ガバナンス

補足： ベストプラクティスでは、組織およびそのバリューチェーンに関連する
環境リスクと機会に対処する方針を、企業が公開していることが望ましい。  



モジュール17の準備
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必要となる可能性のある書類：

❑ 組織図（ESG、サステナビリティ関連の役割）

❑ サステナビリティに関する責任を明記した職務記述書

❑ 年次報告書

❑ 組織の環境方針

❑ コンプライアンス報告書または監査報告書

• 組織内で環境問題の監督責任を負う最高責任者を
指定してください。

o 場合によっては実務委員会が担当することもあ
り、必ずしも個人である必要はありません。

o 報告系統および頻度を明記してください 。

• 環境方針とは、組織の環境パフォーマンスに関する
目標や計画を表明し、伝達する声明です。

o 複雑である必要はありませんが、組織の環境へ
のコミットメントが含まれ、上級管理職によって
レビューされる必要があります。



モジュール18：
中小企業向け事業戦略
「HOW」－ 行動を示す移行計画、 財務計画
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気候変動対策
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HOW： 組織はサステナビリティ目標をどのようにして達成しますか?

気候変動移行計画 財務計画
気候移行計画とは、自社のビジネスモデル
を1.5～2.0度の世界に適合させるための
すべての取り組みを示す集大成です。

これは、説明責任と透明性のメカニズムと
して機能するため、企業が行うすべての行
動を含む必要があります。

気候変動に伴うリスクと機会を特定した
企業にとって、この知見は将来の財務計
画に影響を与える可能性があります。 



バリューチェーンエンゲージメント
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HOW: 組織はサステナビリティ目標をどのようにして達成しますか?

バリューチェーンのエンゲージメントとアクション

バリューチェーンのステークホルダーと関わることは、知識の共有、専
門知識の構築、リスク管理の強化、環境への影響に対処するための行
動をとる上で特に重要です。

例としては、社内での教育、サプライヤーとの環境に配慮した調達、サ
ステナビリティの実践や製品に関する消費者への教育などが挙げられ
ます。

補足：バリューチェーンへの関与に関するデータは、ユーザーが、
御社がいかにスコープ3排出量を扱っているかを理解するために不可欠で
あり、気候変動に関してバリューチェーンと協力する機会となります。

自社のバリューチェーンとは？

バリューチェーンとは、資源

採掘から消費の最終段階ま

でのビジネスチェーン全体

を指します。現在の活動には

通常、Tier 1 関係 (直接の

コンタクト)が含まれますが、

野心的な取組はTier1を

超えることが求められます。



18.1.1 環境課題によって生み出されたリ
スクと機会が、貴組織の戦略や財務計画に
どのような影響を与えたかを説明してくだ
さい。

18.1 環境問題によってもたらされるリス
クと機会は、貴組織の戦略や財務計画に影
響を与えてきましたか？

主なデータポイント

▪ 影響を受けた事業分野 [戦略のみ]
▪ 影響を受けた財務計画の要素 [財務計画のみ]
▪ 影響の種類（物理的リスク、移行リスク及び機会）
▪ 影響の説明

コラボレーションの機会

バリューチェーンのエンゲージメント

移行計画

戦略と財務計画

モジュール18：
中小企業向け事業戦略

リスクと機会が戦略および財務計画に

与える影響

WC F

WC F

補足：これらのデータポイントを示すことで、
企業は環境問題に関する調査結果に基づき、
財務面および戦略面での措置を講じている
ことを示すことができます。 
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HOW: 組織はサステナビリティ目標をどのようにして達成しますか?



18.2 貴組織の戦略には気候変動移行計画
が含まれていますか？

主なデータポイント

▪ 温度目標との整合性
▪ フィードバックの仕組み
▪ 関連文書を添付（任意）

気候変動移行計画

C

コラボレーションの機会

バリューチェーンエンゲージメント

移行計画

リスクと機会が戦略および財務計画に

与える影響

モジュール18：
中小企業向け事業戦略
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HOW: 組織はサステナビリティ目標をどのようにして達成しますか?

補足： これらのデータポイントは、優れた移行計画における重要な特徴
のいくつかを示すのに役立ちます。

ベストプラクティスとして、企業が移行計画を策定するだけでなく、そ
の移行計画が 1.5°C 目標（または 2°C を大幅に下回る目標）に沿っ
たものであり、かつ一般に公開されていることが挙げられます。



18.3 環境課題について、バリューチェーン
内のサプライヤー、取引先、その他の関係
者と連携していますか？

主要なデータポイント

▪ バリューチェーンのステークホルダーごと
のエンゲージメント有無

▪ エンゲージメントの種類 
▪ エンゲージメントの詳細 

バリューチェーン・エンゲージメント

コラボレーションの機会

バリューチェーン・エンゲージメント

移行計画

リスクと機会が戦略および財務計画に与え

る影響

モジュール18：
中小企業向け事業戦略

WC F
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HOW: 組織はサステナビリティ目標をどのようにして達成しますか?

補足：環境問題に関してバリューチェーンと連携している場合、
これらのデータポイントは御社の成熟度を示すのに役立ちます。

ベストプラクティスとして、企業が環境問題に関するバリューチェーン・エンゲージ
メント戦略を策定し、バリューチェーンのステークホルダーや環境にプラスの影響を
与えるよう、バリューチェーン・エンゲージメントを実践している状態を指します。
これには、サプライヤー、取引先、投資家、株主などが含まれます。



コラボレーションの機会

協業の機会

バリューチェーンへの関与

移行計画

リスクと機会が戦略および財務計画に与え

る影響

モジュール18：
中小企業向け事業戦略

18.5 貴組織は、CDPサプライチェーンメン
バーのエンゲージメントにより、双方にとって
有益な環境イニシアチブをすでに実施してい
ますか。

WC F

サプライチェーンメンバーに要請された場合のみ
表示される質問

18.5.1 貴組織を双方にとって有益な環境イ
ニシアチブの実施へと促したCDPサプライ
チェーンメンバーを特定し、そのイニシアチブ
に関する情報を記入してください。 

WC F

サプライチェーンメンバーに要請された場合のみ
表示される質問

WCF18.4 特定のCDPサプライチェーンメ
ンバーと協力できる、相互に利益のある環境
イニシアチブがあれば、示してください。

WC F

サプライチェーンメンバーに要請された場合のみ
表示される質問

*CDPを通じて取引先からサプライチェーンに関するリクエストを受けた場合 

これらは、コラボレーション
の機会を探しているサプラ
イチェーンメンバーの要請
を受けた企業にとって重要
なデータポイントです。
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HOW: 組織はサステナビリティ目標をどのようにして達成しますか?
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モジュール18の準備
• 新たな規制などの新たなリスクは、組織戦略や財務

計画に影響を与える可能性があり、環境面での機会
も同様です。 

o 経営陣と協議し、戦略・財務計画が環境課題に影
響されているかどうかを示します。

• 気候移行計画は、組織が気候目標を整合するのに役
立つツールです。 これは、進捗状況を追跡するための
具体的な戦略と明確な説明責任のメカニズムを確立す
ることによって実現されます。

o 温度目標との整合性
o 公開されているかどうか 
o フィードバックの仕組み 

• バリューチェーンの取り組みについて調達チームと協
力する。

必要となる可能性のある書類：

❑ リスク登録簿

❑ 環境関連の規制および基準に関する
最新情報

❑ 気候変動対応計画 

❑ サプライヤー行動規範

❑ 持続可能な調達方針

❑ サプライチェーンマッピング文書

❑ 費用対効果またはROI分析

❑ 財務予測および予算計画



モジュール19&20：
中小企業向け環境パフォーマンス
「WHAT」－連結アプローチと気候変動
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排出データ – 報告の基礎

WHAT：中小企業向けリスクと機会の特定、評価および管理

炭素排出量

このデータの測定と報告は、企業の気候への影響（
直接的・間接的を問わず）を測る重要な指標です。

これは、社用車や製造プロセスなど、企業の消費デ
ータを用いて算出されます。

補足：炭素排出量は、企業の環境への影響を示す主要な指標であ
り、気候変動報告の基礎および基盤となります。事業部門ごとに算
定する必要があります（事業部門が複数ある場合）。



モジュール19の準備
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• 統合アプローチにより、環境パフォーマンスデータの算定対象となる事業体を特定し、
炭素排出量の開示に関連する情報を決定する必要があります。

• 統合の方法を決定する際は、法律または会計の専門家に相談してください

• リース契約については、『GHGプロトコル』の付録「リース資産からの温室効果ガス排出
量の分類」および関連する一般に公正妥当と認められた会計原則（GAAP）のリース会
計基準を参照し、それらの排出量について適切な範囲を決定してください。 

アプローチ 定義 温室効果ガスの算定

出資比率基準 
(Equity Share approach)

所有権の割合 所有率

財務支配力基準
(Financial Control)

経済的利益を得るうえで、資産の
所有にともなうリスクとリターンを

負う

「はい」の場合：100%
「いいえ」の場合：0%
共同所有の欄：所有率

経営支配力基準
（Operational Control）
（ほとんどの中小企業は

この選択肢を選んでいます） 

運営方針を導入し実施する権限
「はい」の場合：100%
「いいえ」の場合：0%

報告範囲をどのように決定するか？

https://ghgprotocol.org/sites/default/files/standards_supporting/Categorizing%20GHG%20Emissions%20from%20Leased%20Assets.pdf
https://ghgprotocol.org/sites/default/files/standards_supporting/Categorizing%20GHG%20Emissions%20from%20Leased%20Assets.pdf
https://ghgprotocol.org/sites/default/files/standards_supporting/Categorizing%20GHG%20Emissions%20from%20Leased%20Assets.pdf
https://ghgprotocol.org/sites/default/files/standards_supporting/Categorizing%20GHG%20Emissions%20from%20Leased%20Assets.pdf


排出量削減の取り組み（イニシアチブ）

目標（ターゲット）

エネルギー関連の活動

排出量の内訳

スコープ1、2、3の排出インベントリ

排出量算定方法および除外項目
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モジュール20：
中小企業向け環境パフォーマンス- 気候変動

モジュール14
中小企業向けイントロダクション

モジュール15
中小企業向けリスクと機会の特定、評価および管理

モジュール16
中小企業向けリスクと機会の開示

モジュール17
ガバナンス

モジュール18
中小企業向け事業戦略

モジュール19-20
中小企業向け環境パフォーマンス

モジュール23
中小企業の詳細情報と最終承認

20. 中小企業向け環境パフォーマンス 
気候変動



主なデータポイント

▪ スコープ1、2、3の温室効果ガス排出量の評価 
▪ スコープ2のアプローチ
▪ 主な障壁や課題 
▪ 課題の管理・解決に向けた主な措置 
▪ 過去の報告年度の排出量データ

排出削減の取り組み

目標

エネルギー関連活動

排出量の内訳

スコープ1、2、3の排出インベントリ

排出インベントリと算定方法 
モジュール20

中小企業向け環境パフォーマンス
気候変動

排出量算定方法と除外項目

20.2 活動データの収集および排出量の計
算に使用した基準、プロトコル、または方法
論の名称を選択してください。 

20.1 組織の温室効果ガス (GHG) 排出

量を評価していますか？ 炭素会計ツール
を使用して、排出量を測定したり推定した
りできます。

C

C 補足：これらのデータポイントは、排出
インベントリの概要を把握するのに役
立ちます。 
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WHAT: 気候変動におけるサステナビリティの指標は何ですか?



主なデータポイント

▪ 除外された排出源 
▪ 除外する排出源のスコープ1,2,3との関連
▪ この排出源からの推定排出量

排出削減の取り組み

目標

エネルギー関連活動

排出量の内訳

スコープ1、2、3の排出インベントリ

排出量算定方法および除外項目
モジュール20

中小企業向け環境パフォーマンス
気候変動

排出量算定方法および除外項目 20.3 スコープ1、スコープ2、またはスコー
プ3の排出量のうち、[気候関連データの開
示]に含まれていない排出源 (例：施設、特定
の温室効果ガス、活動、地域など) はありま
すか。

C

20.3.1 開示に含まれていないスコープ1、
スコープ2、またはスコープ3の排出量の排
出源について、詳細を提供してください。

C

補足：これらのデータは、特定の排出源が除外されている理由を説明するのに役立ちます。
ベストプラクティス：組織が報告範囲からのすべての除外事項について報告し、開示から重要な
除外事項がない場合。
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WHAT: 気候変動におけるサステナビリティの指標は何ですか?



• 無料でご利用いただけます 
• ステップバイステップのデー

タ入力で操作が簡単
• スコープ1、2、3の算出が可

能
• すべての計算ツールその計算

手法を明記する必要があり
ます。

計算ツールはこちら 

ビジネス向け炭素計算ツール：
SME Climate Hubについて
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WHAT：気候変動における御社のサステナビリティ指標は何ですか？

https://smeclimatehub.org/start-measuring/
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モジュールの準備

• 排出量の評価を開始するには、SME Climate Hub でツールとリソースを調べてください。 ビジネス
カーボン 計算（スコープ1、スコープ2、上流のスコープ3排出量のみをサポート）など、多くのリソースが
利用可能です 

o 使用された方法論はこちらでご確認いただけます
 

• スコープ2報告アプローチ 
o ロケーション基準の方法では、報告組織に電力を供給する電力網の平均排出係数を考慮します

 （主にグリッド平均排出係数データを使用）
o マーケット基準の方法では、企業が購入の決定を通じて責任を負う排出量が表示されます。 

報告組織が再生可能エネルギーなどの特定の供給者または供給源から電力を調達する契約上の
取り決めを考慮します 。

o SME版のみ「スコープ2の数値を報告しているが、どのアプローチが使用されたか分からない」と
いうオプションが利用可能です（ただし極力使用しないことを推奨）

https://faq.smeclimatehub.org/hc/en-us/articles/18549522528786-What-methodology-are-the-calculators-using-to-calculate-emissions


主なデータポイント

▪ 事業展開国・地域ごとの総収益に占める割合

排出インベントリ（内訳）

20.6 質問14.7 で報告された国/地域で生

み出された売上の割合はどのくらいですか

C

排出量削減の取り組み

目標

エネルギー関連活動

排出量の内訳

スコープ1、2、3の排出インベントリ

排出量算定方法および除外項目

モジュール20
中小企業向け環境パフォーマンス

気候変動 20.4 貴組織のスコープ1 全世界総排出量

を教えてください (単位CO2換算トン)

C

20.5 貴組織のスコープ2全世界総排出量

を教えてください(単位CO2e換算トン)

C

主要データポイント

▪ 総排出量
▪ 終了日
▪ 方法論の詳細

スコープ 1 と 2 を報告していないと指定し
た場合にのみ表示されます。

補足：これらのデータポイントは、取引
先や投資家にとって重要なデータです
。 
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WHAT: 気候変動におけるサステナビリティの指標は何ですか？



主なデータポイント

▪ スコープ3カテゴリー別の評価状況
▪ スコープ3カテゴリー別の報告年度排出量

主要データポイント

▪ 終了日 
▪ スコープ3カテゴリー別の前年度排出量

排出インベントリ（内訳）

排出削減の取り組み

目標

エネルギー関連活動

排出量の内訳

スコープ1、2、3の排出インベントリ

排出量算定方法および除外項目

モジュール20
中小企業向け環境パフォーマンス

気候変動

20.7 貴組織のスコープ 3全世界総排出

量を示すとともに、除外項目について開示

及び説明してください。

C

20.7.1 過去年の貴組織のスコープ3排出

量データを開示するか、または再記入して

ください

C

補足：スコープ3に関するこれらのデー
タは、取引先や投資家にとってのバリュ
ーチェーン排出量に関するデータです。 
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WHAT: 気候変動におけるサステナビリティの指標は何ですか?



モジュール20の準備：
排出量計算 
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必要となる可能性のある書類：

❑ 活動データ（例：

❑ 電気料金請求書

❑ 社用車の燃料消費記録

❑ 従業員の出張記録

❑ 排出係数 

❑ GHGプロトコル
https://ghgprotocol.org/calcula
tion-tools

❑ IPCC排出係数データベース（EFDB）
https://www.ipcc-
nggip.iges.or.jp/EFDB/main.php

• 初めての方は、Business Carbon Calculator を出
発点としてご利用ください。 

o 排出係数は、政府のデータベース、学術研究、企業報
告書、 および規制開示情報から抽出されています

o しかし、ユーザーは実際に使用された数値を把握で
きません。

• 正確な排出インベントリを作成するには、自社で計算する
ことが重要です

o ステップ1：組織の境界（バウンダリ）を設定する
ステップ2：排出源を特定する

o ステップ3：活動データを収集する

o ステップ4：排出係数を収集する

o ステップ5：排出量を計算する

https://ghgprotocol.org/calculation-tools
https://ghgprotocol.org/calculation-tools
https://ghgprotocol.org/calculation-tools
https://ghgprotocol.org/calculation-tools
https://www.ipcc-nggip.iges.or.jp/EFDB/main.php
https://www.ipcc-nggip.iges.or.jp/EFDB/main.php
https://www.ipcc-nggip.iges.or.jp/EFDB/main.php


モジュール20の準備： 
CO₂eとは？（GWP）

50

活動
データ

排出係数
排出量
（トン）

排出量
（トン）

地球温暖化係数
排出量

（CO2e）

• 地球温暖化係数 (GWP)

o 特定の温室効果ガスの相対的な温暖化影響

o 二酸化炭素換算量（CO2e）の算出に使用される

o IPCC第5次評価報告書、2014年 -

https://www.ghgprotocol.org/sites/default/files/ghgp/Global-Warming-Potential-

Values%20%28Feb%2016%202016%29_1.pdf

o IPCC第6次評価報告書 地球温暖化係数（小規模な更新） - 

https://erce.energy/erceipccsixthassessment/ 

参考： GHG排出量算定 (入門編)

https://www.ghgprotocol.org/sites/default/files/ghgp/Global-Warming-Potential-Values%20%28Feb%2016%202016%29_1.pdf
https://www.ghgprotocol.org/sites/default/files/ghgp/Global-Warming-Potential-Values%20%28Feb%2016%202016%29_1.pdf
https://www.ghgprotocol.org/sites/default/files/ghgp/Global-Warming-Potential-Values%20%28Feb%2016%202016%29_1.pdf
https://www.ghgprotocol.org/sites/default/files/ghgp/Global-Warming-Potential-Values%20%28Feb%2016%202016%29_1.pdf
https://www.ghgprotocol.org/sites/default/files/ghgp/Global-Warming-Potential-Values%20%28Feb%2016%202016%29_1.pdf
https://www.ghgprotocol.org/sites/default/files/ghgp/Global-Warming-Potential-Values%20%28Feb%2016%202016%29_1.pdf
https://www.ghgprotocol.org/sites/default/files/ghgp/Global-Warming-Potential-Values%20%28Feb%2016%202016%29_1.pdf
https://erce.energy/erceipccsixthassessment/
https://www.youtube.com/watch?v=FuiB8XLdyG0
https://www.youtube.com/watch?v=FuiB8XLdyG0
https://www.youtube.com/watch?v=FuiB8XLdyG0
https://www.youtube.com/watch?v=FuiB8XLdyG0
https://www.youtube.com/watch?v=FuiB8XLdyG0
https://www.youtube.com/watch?v=FuiB8XLdyG0


排出インベントリ（内訳）

排出量削減の取り組み

目標

エネルギー関連の活動

排出量の内訳

スコープ1、2、3の排出量インベントリ

排出量算定方法および除外項目

モジュール20
中小企業向け環境パフォーマンス

気候変動

20.12 本報告対象期間に販売した商品また

はサービス量に応じて、貴組織の排出量を以

下に示す取引先に割り当ててください

C

20.13 排出量を取引先ごとに割り当てる際
の

課題と、その課題を克服するために役立つこ

とは何ですか？

C

20.14 今後、取引先ごとの排出量を割り当
て

られるようにする計画はありますか

C

サプライチェーンメンバーに要請された場合のみ
表示される質問

サプライチェーンメンバーに要請された場合のみ
表示される質問

サプライチェーンメンバーに要請された場合のみ
表示される質問

*CDPサプライチェーンの要請を受けた企業限定

補足: サプライチェー
ンの要請を受けた企
業にとって、これらは
必要となる重要な
データポイントです

WHAT: 気候変動におけるサステナビリティの指標は何ですか?



主なデータポイント

▪ 再生可能エネルギー源からのMWh
▪ 非再生可能エネルギー源からのMWh

エネルギー関連活動

20.15 貴組織は、電力消費量を国・地域別
に分類していますか。

20.15.1 貴組織は、電力消費量を国・地域
別に内訳していますか。

C

C

20.15.2 組織が購入または取得した電力
の消費量をMWh単位で報告します。

C

排出量削減の取り組み

目標

エネルギー関連活動

排出量の内訳

スコープ1、2、3の排出インベントリ

排出量算定方法および除外項目

モジュール20
中小企業向け環境パフォーマンス

気候変動

補足：これらのデータは、再生可能
エネルギーの利用を実証するのに
役立ちます。
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WHAT: 気候変動におけるサステナビリティの指標は何ですか?



主なデータポイント

• 目標設定日および終了日
• 対象範囲
• 包括的な取り組み

主要なデータポイント

▪ 目標設定日、対象範囲、進捗状況、達成率
▪ 基準年の総排出量 
▪ 報告年度の総排出量 
▪ 公式のSBTi検証書の添付 （該当する場合）

気候関連の目標

排出量削減の取り組み

目標

エネルギー関連活動

排出量の内訳

スコープ1、2、3の排出量インベントリ

排出量算定方法および除外項目

モジュール20
中小企業向け環境パフォーマンス

気候変動
20.16 報告年度に適用した排出量または
その他の気候関連の目標はありましたか

C

20.16.3 報告年に有効なその他の気候関
連目標の詳細を記載してください

C

20.16.1 排出の総量目標と、その目標に
対する進捗状況の詳細を記入してください

20.16.2 貴組織の排出原単位目標と、その
目標に対する進捗状況の詳細を記入してく
ださい

C

理由：これらのデータは、御社の目標
を示すのに役立ち、その詳細はデュー
デリジェンスに不可欠です。

53

WHAT: 気候変動におけるサステナビリティの指標は何ですか?



SME版公開回答例 (20.16.1)

対象参照
番号

目標設定日 対象範囲 目標が対象とする範囲 スコープ3のカテゴリー 基準年の終了日
対象となるすべてのスコープにお
ける、目標の対象となる基準年の
総排出量（メトリックトン CO2e）

目標の終了日

行1 Abs1 2023-12-
30

• 全組織
• 事業部門
• 事業部門
• 拠点・施設
• 国・地域
• その他（詳細を記入して

ください）
• その他（具体的にご記入

ください）

• スコープ1（所有または管理
下にある活動による直接排
出量）

• スコープ2（購入電力、熱、
蒸気、冷房による間接排出
量）

• スコープ3（上流・下流のバ
リューチェーンにおける間
接排出量）

スコープ3、カテゴリー9 - 下
流の輸送および流通 | 
スコープ3、カテゴリー4 - 上
流の輸送および流通

2022年12月30日 418122.3 2030年12月
30日

基準年からの
削減目標（%）

対象となる全スコー
プにおける目標対象
期間終了時点の総排
出量（メトリックトン 
CO2e）

対象となるすべて
の選定スコープに
おける、対象年度で
の総排出量（メトリ
ックトンCO2e）

基準年に
対する目
標達成率

報告年度に
おける目標
の達成状況

これは科学に基づく目標ですか？

Science 
Based 
Targetsイニ
シアティブに
よる公式検証
書

目標の対象範囲を説明し
、除外項目を特定する

18 342860.286 412251.1 7.80 • 新規
• 進行中
• 達成
• 達成済み

かつ維持
中

• 期限切れ
• 改訂
• 更新
• 廃止

・はい、この目標はScience Based Targetsイニシアテ
ィブによって承認されています
・はい、当社はこれを科学に基づく目標とみなしており、現
在、Science Based Targetsイニシアティブによる審
査を受けています
・はい、当社はこれを科学に基づく目標とみなしており、今
後2年以内にScience Based Targetsイニシアティブ
によるこの目標の検証を求めることを約束しています
・はい、当社はこれを科学に基づく目標とみなしています
が、今後2年以内にScience Based Targetsイニシア
ティブによるこの目標の検証を求めることを約束していま
せん
いいえ、ただし、別の科学に基づく目標を報告しています
いいえ、ただし今後2年以内に設定する予定です
いいえ、また今後2年以内に設定する予定もありません

アップロード
されたファイ
ル

同社が設定した絶対目標
には、中国国内にあるす
べての工場が、一切の例
外なく含まれています。ス
コープ3の目標には、上流
の輸送・流通および下流
の輸送・流通（スコープ1
または2に含まれないも
の）が含まれます。

絶対排出量目標の詳細およびそれらの目標に対する進捗状況についてご提示ください。



モジュール20の準備
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必要要となる可能性のある書類：

❑ 収益データ（排出原単位目標）

❑ 基準年の排出インベントリ

❑ 排出量予測

❑ 排出削減計画

• 過去の基準年と比較して排出量の削減を達成
する必要があります

• 総量目標または原単位目標のいずれかになり
ます。 目標には次のものを含める必要があり
ます。

o 基準年、開始年、目標年

o 目標がカバーする範囲

o 目標達成対象となる基準年排出量

o 基準年からの目標削減

o 現在の進捗状況



主なデータポイント

• 取り組みの種類
• 削減が発生する排出範囲（スコープ1,2,3）
• 推定CO2削減量
• 必要な投資額（該当する場合）
• 年間コスト削減額 
• 投資回収期間
• 推定耐用年数

排出削減の取り組み（イニシアチブ） 

排出削減の取り組み

目標

エネルギー関連の活動

排出量の内訳

スコープ1、2、3の排出インベントリ

排出量算定方法および除外項目

モジュール20
中小企業向け環境パフォーマンス

気候変動

20.17.1 報告年に実施された排出量削減
の取り組みの詳細を以下の表に記入してく
ださい。

C

20.17 報告年内に実施した排出量削減の
取り組みがありましたか。 これには、計画段
階及び実行段階のものを含みます。

C

補足：これらのデータポイントは、通常
の事業シナリオを超えて排出量を削減
するという企業組織の取り組みを示す
のに役立ちます。
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WHAT: 気候変動におけるサステナビリティの指標は何ですか?



イニシアチブのカテゴリー
および種類

排出削減が発生す
るスコープまたは
スコープ3のカテ
ゴリー

自主的／義
務的

CO2e削減量
および財務的
影響を推定で
きますか？

推定年間
CO2e削減量（
メトリックトン
CO2e）

必要な投資額（
通貨単位 – 
14.2に規定の
通り）

年間金銭的節約額
（通貨単位 – 
14.2 に規定通り
）

投資回収期間
本イニシアチブの
推定寿命

コメント

1行目 • 会社の方針または行動
の変化

• 建物のエネルギー効率
• 生産プロセスにおける

エネルギー効率
• 漏洩排出量の削減
• 低炭素エネルギー消費
• 低炭素エネルギー発電
• 非エネルギー産業プロ

セスからの排出削減
• 輸送
• 廃棄物の削減と資源の

循環
• その他（具体的にご記

入ください）

スコープ1
スコープ2（拠点別
）
スコープ2（市場ベ
ース）
スコープ2（場所ベ
ース）
スコープ3 カテゴ
リー1-15／スコー
プ3：その他（上流
／下流）

自主的
必須

はい
いいえ

73.4 128,000 54,000（米ドル） 1年未満
1～3年
4～10年
11～15年
16～20年
21～25年
25年以上
回収なし

1年未満
1～2年
3～5年
6～10年
11～15年
16～20年
21～30歳
30歳以上
継続中

当初、当社は7キャビティ
金型を使用した8オンス
のコスモラウンドを、サイ
クルタイム19.5秒で生産
していました。その後、
14.5秒で稼働可能な9キ
ャビティ金型セットを導入
しました。稼働率は60％（
年間約800万本）である
ため、これにより生産コス
トが大幅に削減されただ
けでなく、二酸化炭素排
出量も削減されました。 

2行目
、3行
目、4
行目、
5行目
…

SME版公開回答例（20.17.1）
報告年度に実施した排出量削減の取り組みについて、以下の表に詳細を記載してください。



すべての開示企業が優先的に回答する質問

アクション項目 質問（SME版） 質問（完全版） この質問にご回答いただきたい理由

1. スコープ1、2、3の排出量を
報告してください（できれば検
証済みであること）

20.4、20.5、
20.7 – S1-3
20.8 – 検証

7.6、7.7、
7.8 – S1-3
7.9 – 検証

排出量の報告はベストプラクティスであり、環境への悪影響
を理解し、削減するための前提条件です。検証によりデータ
の品質が保証されます。

2. スコープ1および2の排出量
の推移について報告する

20.9 7.10 排出量の推移を報告することは、進捗状況を評価し、長期的
なパフォーマンスをベンチマークするための有用な指標とな
ります。

3. 排出原単位を報告するか、
排出量を取引先に割り当てる。

20.12 7.45, 7.26 売上高単位あたりの排出原単位を報告するか、当社との取
引に関連する排出量を割り当てることで、当社はサプライチ
ェーン（スコープ3）の排出量をモデル化できます。

4. サプライヤーを含むバリュー
チェーンのステークホルダーと
、御社がどのように関与してい
るかを共有する

18.3 5.11、
5.11.2、
5.11.5

御社の関与状況を理解することは、御社自身のスコープ3排
出量への対応におけるリスク管理の実践および戦略を評価
する上で、当社にとって有益です。
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すべての開示者に対する優先事項
アクション項目 質問（SME版） 質問（完全版） この質問にご回答いただきたい理由

5. 排出削減目標を設定する 20.16 7.53.1、
7.53.2

体系的な目標を設定することは、排出削減に対する御社のコ
ミットメントと野心を示すものです。目標設定に関する追加リ
ソースについては、Science Based Targets 
Initiative（科学に基づく目標イニシアティブ）をご参照くだ
さい。

5. 設定したその他の気候関連
目標を共有する

20.16.3 7.54 排出量以外の気候関連目標の詳細を共有することは、環境
管理の包括性を示すものです。

6. 排出削減活動の報告 20.17 7.55.2 当社は特にサプライチェーンにおける排出量削減に関心を持
っています。この質問は、御社が実施している取り組みや、そ
れによるコスト削減効果を示すものです。また、取り組みが実
施されていない場合は、その理由についても説明する必要が
あります。

7. 再生可能エネルギーの利用
状況の報告

20.15.2 7.30、7.30.1 再生可能エネルギーの利用状況について報告いただくこと
で、当社はサプライヤーの排出量削減状況を把握することが
できます。

8. 協業の可能性について提案
する

18.4 5.12 当社および／または御社の排出量を削減するために、協力で
きる方法を提案していただけます。この協力関係は、双方に
とって有益な変化をもたらす可能性があります。
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https://sciencebasedtargets.org/
https://sciencebasedtargets.org/


報告に関するヒント
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• 空白のセル、誤り、不整合を避けてください。（0や「いいえ」

と記入する方が、データが全くないより望ましいです。）

• スコアリング基準とガイダンスを参照しながら質問書を確認

し、各質問のすべての基準を満たしていることを確認してく

ださい。

• 質問書内の本のアイコン（ブックアイコン）をクリックして、各

質問のガイダンスを開いてください。

• 定性的な回答については、明確な説明、根拠、および自社固

有の回答を記載してください。

• ステークホルダーへの働きかけおよび質問書回答を担当す

るチームメンバーを特定し、割り当ててください。



4. SMEスコアリングの概要
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CDP
SME版スコアについて

62

質問票の全項目において完全な報告

と一貫した進捗を促進するため、いず

れかの評価レベルで最低要件を満たす

必要があります。

これらの基準に達しない場合、組織の

最終スコアは直前のレベルに制限され

ます。

2026年については、SME質問書は

気候変動についてのみスコアリングさ

れ、フォレストおよび水セキュリティに

ついてはスコアリングされません。 

B

A

C

D

2026年より追加： 

SMEリーダーシップ
採用する戦略や実施する行動にお

いて、高度な実践能力を示す

SMEマネジメント
適切な環境管理に関連する取り組みを実

施していることを示す

SME認識
環境問題が自社の事業とどのように関連して

いるかについて、組織が包括的に評価している

こと

SME情報開示
組織の報告の完全性

2026年 SME スコアリングの概要
* スコアリング対象となった各環境課題領域について、CDPの各スコアリングレベルに適用される暫定的なスコアリング基準値。 

80%*

90%*

90%*

https://assets.ctfassets.net/v7uy4j80khf8/2uxX44CZWzHcQJoKBoMc0s/8f4e26deacba974490b841bef5d42273/CDP_SME_Scoring_Introduction_2026.pdf
https://assets.ctfassets.net/v7uy4j80khf8/2uxX44CZWzHcQJoKBoMc0s/8f4e26deacba974490b841bef5d42273/CDP_SME_Scoring_Introduction_2026.pdf
https://assets.ctfassets.net/v7uy4j80khf8/2uxX44CZWzHcQJoKBoMc0s/8f4e26deacba974490b841bef5d42273/CDP_SME_Scoring_Introduction_2026.pdf
https://assets.ctfassets.net/v7uy4j80khf8/2uxX44CZWzHcQJoKBoMc0s/8f4e26deacba974490b841bef5d42273/CDP_SME_Scoring_Introduction_2026.pdf


スコアリングにおける重要ポイント
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開示者の属性

スコアリングと重み付け

スコアリング基準

• 完全またはSME？ 
• スコアリング対象提出期限（9月中旬）までに提出

• 「Did not disclose」：CDPによる評価に必要な十分な情
報が提供されていない。

• 「Not scored」：スコアリング対象提出期限を過ぎて
からCDPに回答した、またはスコアリング対象外である。

• 各質問およびレベルごとのスコアリング方法
• カテゴリーの対応付けと重み付け

• 各レベルにおける必要得点の基準

注：CDPがサポートする言語（英語、日本語、中国語（北京語）、ラテンアメリカスペイン語、ブラジルポルトガル語）で提出可能
です（スペイン語（スペイン）やポルトガル語（ポルトガル）であっても可）。質問14.1でこれを選択してください。「その他、具体
的にご記入ください」を選択した場合、回答はスコアリングされません。 

https://myportal.cdp.net/guidance?locale=ja
https://assets.ctfassets.net/v7uy4j80khf8/6Qa9TNYRaflLdSCg1dk9Wm/ffc1ae86994b33205704f9a09cd0a629/CDP_SME_Scoring_Category_Mapping_2026.xlsx
https://assets.ctfassets.net/v7uy4j80khf8/5byijWDftt4Jy3X9yHEobV/075caff777da71c729550e76f85e6032/CDP_SME_Scoring_Category_Weightings_2026.pdf


CDPのベストプラクティスとは？ 
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CDPの評価手法を通じて、グローバルなベストプ
ラクティスをより深く理解することができます

• 4つのレベルで評価：

• 満たすべき条件があり、場合によっては複
数の経路や相互検証を伴う

• ポイント配分：分子と分母

CDP 2026 質問書および評価方法論

情報開示→認識→マネジメント→リーダーシップ

https://myportal.cdp.net/guidance?locale=en
https://myportal.cdp.net/guidance?locale=en
https://myportal.cdp.net/guidance?locale=en


カテゴリのマッピングと重み付け

65リソース：カテゴリマッピングおよび重み付けに関する文書

スコアリングカテゴリーとは、トピックごとに質問をグループ
化したものです。

CDPの気候変動に関する中小企業（SME）評価手法には13

のカテゴリーがあります。

重み付けは、SMEマネジメントおよびSMEリーダーシップレ

ベルにおけるスコアリングカテゴリーにのみ適用されます。

重み付けは、CDPのSME企業質問書および利用可能なスコ

アリング基準の範囲内で、各カテゴリーの相対的な重要性を

反映したものです。

https://assets.ctfassets.net/v7uy4j80khf8/6Qa9TNYRaflLdSCg1dk9Wm/ffc1ae86994b33205704f9a09cd0a629/CDP_SME_Scoring_Category_Mapping_2026.xlsx
https://assets.ctfassets.net/v7uy4j80khf8/5byijWDftt4Jy3X9yHEobV/075caff777da71c729550e76f85e6032/CDP_SME_Scoring_Category_Weightings_2026.pdf


ポイント：中小企業のリーダーシップ
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SMEリーダーシップ評価のポイントリーダーシップレベルの主要モジュール

モジュール16 –  
中小企業向けリスクと機会の開
示

モジュール17 – ガバナンス

モジュール18 – 中小企業向け
事業戦略

• 中小企業向け事業戦略 — 全
体戦略に気候変動を組み込む。

• バリューチェーンへの関与 — 

• ガバナンス — 気候変動問題に対
する取締役会／経営陣による監督。

• 環境方針 — 組織の環境に対する
責任と説明責任を公に表明するこ
と。

• リスク開示 — 経営陣レベルでの
意思決定に有用な開示。

16.1.1：経営層レベルにおけるリスクおよび機会の開示
環境問題によって生じるリスクの定量的な評価を奨励する。

17.1.1：気候問題に関する取締役会／経営陣による監督
環境問題に関する報告を、少なくとも年1回、経営幹部または委員会に対して行
うよう推奨する。 

17.2.1：経営陣承認の気候変動に関する方針
中小企業に対し、「100%再生可能エネルギーへの取り組み」および「ネットゼロ
排出へのコミットメント」を含む環境方針の策定を推奨する。 
100%再生可能エネルギーへのコミットメント」および「ネットゼロ排出へのコミ
ットメント」を含む環境方針を策定するよう推奨する。 

18.2：事業戦略への気候変動の組み込み
気温上昇の抑制目標に沿った、透明性の高い移行計画の策定を奨励する。

18.3：気候変動に関するステークホルダーとの対話
多様なステークホルダーとの対話を促進する。 

詳細な要件については、『CDPSME版質問書調査方法論』および『CDP中小企業スコアリング
カテゴリーマッピング2026』をご参照ください。

https://myportal.cdp.net/guidance?locale=en
https://myportal.cdp.net/guidance?locale=en
https://myportal.cdp.net/guidance?locale=en
https://myportal.cdp.net/guidance?locale=en
https://view.officeapps.live.com/op/view.aspx?src=https%3A%2F%2Fassets.ctfassets.net%2Fv7uy4j80khf8%2F6Qa9TNYRaflLdSCg1dk9Wm%2Fffc1ae86994b33205704f9a09cd0a629%2FCDP_SME_Scoring_Category_Mapping_2026.xlsx&wdOrigin=BROWSELINK
https://view.officeapps.live.com/op/view.aspx?src=https%3A%2F%2Fassets.ctfassets.net%2Fv7uy4j80khf8%2F6Qa9TNYRaflLdSCg1dk9Wm%2Fffc1ae86994b33205704f9a09cd0a629%2FCDP_SME_Scoring_Category_Mapping_2026.xlsx&wdOrigin=BROWSELINK
https://view.officeapps.live.com/op/view.aspx?src=https%3A%2F%2Fassets.ctfassets.net%2Fv7uy4j80khf8%2F6Qa9TNYRaflLdSCg1dk9Wm%2Fffc1ae86994b33205704f9a09cd0a629%2FCDP_SME_Scoring_Category_Mapping_2026.xlsx&wdOrigin=BROWSELINK
https://view.officeapps.live.com/op/view.aspx?src=https%3A%2F%2Fassets.ctfassets.net%2Fv7uy4j80khf8%2F6Qa9TNYRaflLdSCg1dk9Wm%2Fffc1ae86994b33205704f9a09cd0a629%2FCDP_SME_Scoring_Category_Mapping_2026.xlsx&wdOrigin=BROWSELINK
https://view.officeapps.live.com/op/view.aspx?src=https%3A%2F%2Fassets.ctfassets.net%2Fv7uy4j80khf8%2F6Qa9TNYRaflLdSCg1dk9Wm%2Fffc1ae86994b33205704f9a09cd0a629%2FCDP_SME_Scoring_Category_Mapping_2026.xlsx&wdOrigin=BROWSELINK


ポイント：中小企業のリーダーシップ
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SMEリーダーシップ評価のポイント

リーダーシップレベルにおける要点

モジュール20 – 
中小企業向け環境パフォーマンス
 – 気候変動

• 高度な測定
• 高度な説明責任

スコープ1～3の排出量
• 20.1：包括的な排出量報告および20.7：方法論と境界設定の成熟度： 
スコープ3を報告している組織を認識しつつ、堅牢なツールを用いてスコープ1および2の排出量を評価する。 
• 20.9：排出量の前年比透明性： 
対象活動による排出量の削減を検証する。

エネルギー
• 20.15.1：エネルギーデータの品質と監視 および 20.15.2：再生可能エネルギーの戦略的活用：
再生可能エネルギーの利用を促進する。

目標
• 20.16：気候目標の策定、および 20.16.1：対象範囲、および 20.16.2：野心度と整合性
価値ある目標を設定し、報告された目標の妥当性を確認する。

排出削減
• 20.17.1：戦略的取り組み：排出削減イニシアチブによるCO2削減量および財務的影響の推定を奨励する。

検証
• 20.8：排出量の外部検証：組織に対し、排出量の検証を行うよう奨励する。

詳細な要件については、CDPのSME版質問書方法論をご参照ください。

https://myportal.cdp.net/guidance?locale=en
https://myportal.cdp.net/guidance?locale=en
https://myportal.cdp.net/guidance?locale=en
https://myportal.cdp.net/guidance?locale=en
https://myportal.cdp.net/guidance?locale=en
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5. 開始ステップと主なリソース、Q＆A 



すでにCDPに登録済みの方：
方法1：myportal.cdp.net にログインするためのメール

69

../myportal.cdp.net


• CDPまたは要請元から、ユー
ザー名とパスワードを設定する
ための登録リンクが届く場合が
あります。

• 会社名とメールアドレスが正し
いことをご確認ください。

• 登録を送信すると、ユーザー名
（メールアドレス）とパスワード
を使用して 
MyPortal.cdp.net にログイ
ンできるようになります。

CDPへの連絡先登録方法:ルート2 
アクティベーションリンク

会社名

メールアドレス
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../MyPortal.cdp.net


CDPへの連絡先登録：ルート３
開示登録フォーム

開示登録の手順

開示登録の手順  

71

https://help.cdp.net/en-us/knowledgebase/article/KA-01029
https://help.cdp.net/en-US/knowledgebase/article/KA-01027


リンク：「開示登録」フォーム 

招待状で取引先が指定した
組
織名を正確に使用してくだ
さい

組織の住所が正しいことを
確認してください
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CDPへの連絡先登録：ルート３
開示登録フォーム

要請元である取引先のお名前
**正確に一致させるため、
要請要請に記載された組織名
を正確に使用してください。

https://help.cdp.net/ja-JP/Register-to-Disclose/
https://help.cdp.net/ja-JP/Register-to-Disclose/
https://help.cdp.net/ja-JP/Register-to-Disclose/


• 要請元である取引先の組織と一致するも
の が見つからない場合には、組織名＋ 
DUNS番号を明確にするため、要請元に
ご連絡ください。

• 提出後、CDPは最低５営業日かけて処理し 
ます。 

• 手続きが完了すると、mail@cdp.net か 
ら、ポータルへのログインを設定するため 
のアクティベーション・リンクが記載された 
Eメールが届きます

迷惑メールフォルダもご確認ください。また、
mail@cdp.net が組織のIT部門によってホ
ワイトリストに登録されていることをご確認く
ださい。

*
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CDPへの連絡先登録：ルート３
開示登録フォーム

mailto:mail@cdp.net


開示スタートのために重要な手順
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①開示者として新しいCDPポータルにアクセスする
（https://help.cdp.net/ja-JP/knowledgebase/article/KA-01015）

②既存の開示者または要求者としてチームメンバーを追加または編集する方法
（https://help.cdp.net/ja-JP/knowledgebase/article/KA-01016）

③企業向けCDPポータル導入手順
  (https://help.cdp.net/ja-JP/knowledgebase/article/KA-01027)
  
④質問書設定ガイド （英）

https://help.cdp.net/ja-JP/knowledgebase/article/KA-01015
https://help.cdp.net/ja-JP/knowledgebase/article/KA-01015
https://help.cdp.net/ja-JP/knowledgebase/article/KA-01015
https://help.cdp.net/ja-JP/knowledgebase/article/KA-01015
https://help.cdp.net/ja-JP/knowledgebase/article/KA-01015
https://help.cdp.net/ja-JP/knowledgebase/article/KA-01016
https://help.cdp.net/ja-JP/knowledgebase/article/KA-01016
https://help.cdp.net/ja-JP/knowledgebase/article/KA-01016
https://help.cdp.net/ja-JP/knowledgebase/article/KA-01016
https://help.cdp.net/ja-JP/knowledgebase/article/KA-01016
https://help.cdp.net/ja-JP/knowledgebase/article/KA-01027
https://help.cdp.net/ja-JP/knowledgebase/article/KA-01027
https://help.cdp.net/ja-JP/knowledgebase/article/KA-01027
https://help.cdp.net/ja-JP/knowledgebase/article/KA-01027
https://help.cdp.net/ja-JP/knowledgebase/article/KA-01027
https://cdn.cdp.net/cdp-production/cms/guidance_docs/pdfs/000/004/963/original/preview-of-CDP-corporate-questionnaire-setup.pdf
https://cdn.cdp.net/cdp-production/cms/guidance_docs/pdfs/000/004/963/original/preview-of-CDP-corporate-questionnaire-setup.pdf
https://cdn.cdp.net/cdp-production/cms/guidance_docs/pdfs/000/004/963/original/preview-of-CDP-corporate-questionnaire-setup.pdf


SME版のリソース
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リソース リソースへのリンク

CDP開示ポータル myportal.cdp.net  

質問書プレビュー、 

SME版CDP評価方法論

企業向けガイダンス - CDP

開示ワークショップ CDPワークショップおよびウェビナー - CDP

温室効果ガス（GHG）排出量の算定 SME Climate Hub 計算ツール：
https://smeclimatehub.org/start-measuring/

算定方法：温室効果ガスプロトコル （英）

SME版目標設定ガイダンス SME版目標検証サービス （英）

SME Climate Hubアカデミー https://academy.smeclimatehub.org/home （英）

プラットフォームに関する問題につい

てのCDPヘルプセンター

ホーム - CDPヘルプセンター

http://myportal.cdp.net/
https://www.cdp.net/en/guidance/guidance-for-companies
https://www.cdp.net/en/guidance/guidance-for-companies
https://www.cdp.net/ja/events/disclosure-webinars-2026
https://www.cdp.net/ja/events/disclosure-webinars-2026
https://www.cdp.net/ja/events/disclosure-webinars-2026
https://smeclimatehub.org/start-measuring/
https://smeclimatehub.org/start-measuring/
https://smeclimatehub.org/start-measuring/
https://ghgprotocol.org/calculation-tools-and-guidance
https://sbtiservices.com/services/sme
https://sbtiservices.com/services/sme
https://sbtiservices.com/services/sme
https://academy.smeclimatehub.org/home
https://help.cdp.net/ja-JP/
https://help.cdp.net/ja-JP/
https://help.cdp.net/ja-JP/
https://help.cdp.net/ja-JP/


サポートウェビナー
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スコアリング対象となる
回答提出期限

2026年9月14日週

関連セッションにご参加ください –

SMEシリーズ：フォレスト・水セキュリティに関する情報開示 

地域 言語 ウェビナーページ 

アジア太平洋 英語、韓国語 登録または視聴はこちら

中国 中国語 登録またはこちらから視

聴
ヨーロッパ、中東、

アフリカ

英語、フランス

語、ドイツ語、イ

タリア語

登録または視聴はこちら

日本 日本語 登録または視聴はこちら

ラテンアメリカ ポルトガル語 登録または視聴はこちら

ラテンアメリカ スペイン語 登録または視聴はこちら

北米 英語 登録または視聴はこちら

https://eur03.safelinks.protection.outlook.com/?url=https%3A%2F%2Fpublic-eur.mkt.dynamics.com%2Fapi%2Forgs%2F6ab76563-bdc1-ee11-9073-000d3a248153%2Fr%2FTaaqREV9OUux-6t0jD0BABoAAAA%3Fmsdynmkt_target%3D%257B%2522TargetUrl%2522%253A%2522https%25253A%25252F%25252Fwww.cdp.net%25252Fen%25252Fevents%25252Fgroup-support-trainings-apac-2026%2522%252C%2522RedirectOptions%2522%253A%257B%25221%2522%253Anull%257D%257D%26msdynmkt_digest%3D43fER40FR3B728079GaNEkipImMO8SjTSp98vQ0fzQA%253D%26msdynmkt_secretVersion%3D7bb221762d0c46939816d3a5592b1359&data=05%7C02%7Csarah.bryan%40cdp.net%7C8e815cbd65e04a53e9b708deac5a286e%7Cb2c4d8bad1eb4f7b8647ba8a819e7399%7C0%7C0%7C639137700426689287%7CUnknown%7CTWFpbGZsb3d8eyJFbXB0eU1hcGkiOnRydWUsIlYiOiIwLjAuMDAwMCIsIlAiOiJXaW4zMiIsIkFOIjoiTWFpbCIsIldUIjoyfQ%3D%3D%7C0%7C%7C%7C&sdata=rD8%2BrBVwK0%2B82OsimvcYy6SW6agBcfqlAJy3cNDpQyU%3D&reserved=0
https://eur03.safelinks.protection.outlook.com/?url=https%3A%2F%2Fpublic-eur.mkt.dynamics.com%2Fapi%2Forgs%2F6ab76563-bdc1-ee11-9073-000d3a248153%2Fr%2FTaaqREV9OUux-6t0jD0BABsAAAA%3Fmsdynmkt_target%3D%257B%2522TargetUrl%2522%253A%2522https%25253A%25252F%25252Fwww.cdp.net%25252Fen%25252Fevents%25252Fgroup-support-trainings-china-2026%2522%252C%2522RedirectOptions%2522%253A%257B%25221%2522%253Anull%257D%257D%26msdynmkt_digest%3D3WjItA%252ByYOjfBi8unp4RS%252FViP6Gk4ePZ7ns9hSm%252Bmp8%253D%26msdynmkt_secretVersion%3D7bb221762d0c46939816d3a5592b1359&data=05%7C02%7Csarah.bryan%40cdp.net%7C8e815cbd65e04a53e9b708deac5a286e%7Cb2c4d8bad1eb4f7b8647ba8a819e7399%7C0%7C0%7C639137700426730241%7CUnknown%7CTWFpbGZsb3d8eyJFbXB0eU1hcGkiOnRydWUsIlYiOiIwLjAuMDAwMCIsIlAiOiJXaW4zMiIsIkFOIjoiTWFpbCIsIldUIjoyfQ%3D%3D%7C0%7C%7C%7C&sdata=Y5LqMpdQ4Y9PWeJvnoxq8w6YKvrDDvy7JqF%2F0yB2TGw%3D&reserved=0
https://eur03.safelinks.protection.outlook.com/?url=https%3A%2F%2Fpublic-eur.mkt.dynamics.com%2Fapi%2Forgs%2F6ab76563-bdc1-ee11-9073-000d3a248153%2Fr%2FTaaqREV9OUux-6t0jD0BABsAAAA%3Fmsdynmkt_target%3D%257B%2522TargetUrl%2522%253A%2522https%25253A%25252F%25252Fwww.cdp.net%25252Fen%25252Fevents%25252Fgroup-support-trainings-china-2026%2522%252C%2522RedirectOptions%2522%253A%257B%25221%2522%253Anull%257D%257D%26msdynmkt_digest%3D3WjItA%252ByYOjfBi8unp4RS%252FViP6Gk4ePZ7ns9hSm%252Bmp8%253D%26msdynmkt_secretVersion%3D7bb221762d0c46939816d3a5592b1359&data=05%7C02%7Csarah.bryan%40cdp.net%7C8e815cbd65e04a53e9b708deac5a286e%7Cb2c4d8bad1eb4f7b8647ba8a819e7399%7C0%7C0%7C639137700426730241%7CUnknown%7CTWFpbGZsb3d8eyJFbXB0eU1hcGkiOnRydWUsIlYiOiIwLjAuMDAwMCIsIlAiOiJXaW4zMiIsIkFOIjoiTWFpbCIsIldUIjoyfQ%3D%3D%7C0%7C%7C%7C&sdata=Y5LqMpdQ4Y9PWeJvnoxq8w6YKvrDDvy7JqF%2F0yB2TGw%3D&reserved=0
https://www.cdp.net/en/events/group-support-trainings-emea-2026#msdynmkt_trackingcontext=44aaa64d-7d45-4b39-b1fb-ab748c3d0100
https://www.cdp.net/ja/events/group-support-trainings-japan-2026
../public-eur.mkt.dynamics.com/api/orgs/6ab76563-bdc1-ee11-9073-000d3a248153/r/TaaqREV9OUux-6t0jD0BAB4AAAA?msdynmkt_target=%7B%22TargetUrl%22%3A%22https%253A%252F%252Fwww.cdp.net%252Fen%252Fevents%252Fgroup-support-trainings-latin-america-portuguese-2026%22%2C%22RedirectOptions%22%3A%7B%221%22%3Anull%7D%7D&msdynmkt_digest=DYvA69CiyyLIQoClIPYdrEX7nACuMerMxt4QeyQMHmM%3D&msdynmkt_secretVersion=7bb221762d0c46939816d3a5592b1359
https://eur03.safelinks.protection.outlook.com/?url=https%3A%2F%2Fpublic-eur.mkt.dynamics.com%2Fapi%2Forgs%2F6ab76563-bdc1-ee11-9073-000d3a248153%2Fr%2FTaaqREV9OUux-6t0jD0BAB8AAAA%3Fmsdynmkt_target%3D%257B%2522TargetUrl%2522%253A%2522https%25253A%25252F%25252Fwww.cdp.net%25252Fen%25252Fevents%25252Fgroup-support-trainings-latin-america-spanish-2026%2522%252C%2522RedirectOptions%2522%253A%257B%25221%2522%253Anull%257D%257D%26msdynmkt_digest%3Dqr5WbGo5IQfEjzOCTOPUZ%252FfBSgw70%252BXtvVEYEPyCpFQ%253D%26msdynmkt_secretVersion%3D7bb221762d0c46939816d3a5592b1359&data=05%7C02%7Csarah.bryan%40cdp.net%7C8e815cbd65e04a53e9b708deac5a286e%7Cb2c4d8bad1eb4f7b8647ba8a819e7399%7C0%7C0%7C639137700426961928%7CUnknown%7CTWFpbGZsb3d8eyJFbXB0eU1hcGkiOnRydWUsIlYiOiIwLjAuMDAwMCIsIlAiOiJXaW4zMiIsIkFOIjoiTWFpbCIsIldUIjoyfQ%3D%3D%7C0%7C%7C%7C&sdata=iVAnbsJIdsUDaeH1j01uJoPQykbnz9VLobATg7gxU4g%3D&reserved=0


本日はご参加いただきありがとうございました。

ご不明点ございましたら、ポータルにサインイン後、
ヘルプセンターよりお問い合わせください。 

https://help.cdp.net/ja-JP/
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Q：Scope2に関して、ロケーション基準・マーケット基準どちらを報告すれば
よいですか？ 
A：もしマーケット基準を算定している場合、両方報告することが推奨されます。

Q：排出量について、第三者検証を受けたほうが良いのでしょうか。 
A：はい、年々要望は高まっており、受けることが推奨されます。
 CDPで認めている第三者検証の基準については、こちら をご参照ください。 

Q：全部の事業に関して排出量を報告する必要がありますか？ 
A：全部の事業・拠点に関して排出量を報告する必要はありません。ただし、
その場合は算定から除外した ものについて、報告をする必要があります。
除外したものについては、２０．３、２０．３．１を用いて報告をしてください。

https://cdp.net/ja/disclose/verification


よくある質問（質問書について）
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Q：自社の回答は、CDPのホームページなどで公開されるのでしょうか？スコアに
ついても教えてください
A：自社回答の公開・非公開は選択することができます。SMEスコアについては非
公開です。スコアと回答は、要請したサプライチェーンメンバーにはでデータプロダ
クトを通じて共有されます。

Q：質問書の設定では売上をUSDで報告していますが、質問書に用いる通貨は日
本円でもいいですか？
A：１４．2では、回答全体を通じて財務情報の開示に使用する通貨を選択すること
ができますが、その際に日本円を選択いただき、質問書全体の財務情報について
は日本円でご報告ください。

Ｑ：説明いただいたＳＭＥ版の閾値を超える場合もＳＭＥ版質問書で回答したいです
Ａ：ご不便をおかけしますが、閾値を超える場合、ＳＭＥ版を選択する選択肢は表示
がなされません。完全版でご回答をいただきますようお願いします。
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